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平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
、
東
京
建
設
業

協
会
第
七
支
部
大
型
工
事
現
場
視
察
研
修
会
に
同

行
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

訪
問
先
は
大
成
・
五
洋
・
大
豊
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
【
東
京
港
臨
港
道
路
南
北
線
十
号
地

そ
の
二
地
区
接
続
部
及
び
沈
埋
函
（
七
号
函
）
製

作
・
築
造
工
事
】
東
京
都
の
中
央
防
波
堤
外
側
地

区
に
建
設
さ
れ
た
新
た
な
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の

ル
ー
ト
を
目
的
と
し
た
工
事
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

競
技
場
へ
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
海
底

ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
し
た
。
海
上
部
の
施
工
（
沈

埋
函
）
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
浚
渫
船
に
よ
り
ト

レ
ン
チ
浚
渫
を
行
い
、
ト
レ
ミ
ー
船
を
使
用
し
基

礎
マ
ウ
ン
ド
築
造
、
沈
埋
函
の
製
作
を
造
船
所
で

行
い
。
浮
遊
打
設
箇
所
ま
で
曳
航
し
床
及
び
壁
等

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
。
さ
ら
に
設
置
箇
所
ま
で

曳
航
し
沈
下
さ
せ
て
設
置
す
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
西
多
摩
地
区
で
は

模
。 

大
型
工
事
現
場
研
修
視
察
会
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 

災
害
対
策
安
全
委
員
会 

 

触
れ
る
こ
と
の
な
い
程
の
規
模
。
ま
た
、
日
本
の

土
木
技
術
の
最
高
峰
を
目
の
当
た
り
に
し
感
銘

を
受
け
る
と
共
に
我
々
建
設
に
携
わ
る
人
間
に

と
っ
て
身
の
引
締
ま
る
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
、
大
変
ご
多
忙
の
中
、
現
場
説
明
し
て
く 

だ
さ
っ
た
大 

成
建
設(

株) 

大
田
所
長
様
、 

ま
た
、
東
京 

建
設
業
協
会 

七
支
部
の
皆 

様
に
は
こ
の 

よ
う
な
貴
重 

な
体
験
を
さ 

せ
て
頂
き
、 

厚
く
御
礼
申 

し
上
げ
ま
す
。 

 

 

地
域
貢
献
事
業
・
砂
町
友
愛
園
訪
問
報
告 

 
 

広
報
委
員
会 

  

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
訪 

問
に
関
し 

て
準
備
さ 

れ
た
事
業 

委
員
会
の 

皆
さ
ま
大 

変
お
疲
れ 

様
で
し
た
。 

今
回
の
訪 

問
の
趣
旨 

に
賛
同
し 

て
頂
き
タ 

オ
ル
を
寄 

付
し
て
頂 

い
た
組
合 

員
及
び
賛 

助
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
問
に
際
し
て
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、

株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ 

青
梅
営
業
所
さ
ま
、
株

式
会
社
伊
藤
園 

青
梅
支
店
さ
ま
、
コ
マ
ツ
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社 

多
摩
支
店
さ
ま
、

東
京
日
野
自
動
車
株
式
会
社 

瑞
穂
支
店
さ
ま
、

株
式
会
社
交
運
社
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日
、
勤

労
感
謝
の
日
に
地
域
貢
献
事
業
の
一
環

と
し
て
青
梅
市
に
あ
る
砂
町
友
愛
園
さ

ん
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。 

砂
町
友
愛
園
へ
は
平
成
二
十
七
年
十
一

月
に
も
訪
問
し
て
お
り
、
今
回
は
二
度

目
の
訪
問
と
な
り
ま
す
。 

砂
町
友
愛
園
は
、
昭
和
二
十
三
年
一

月
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
認
可
を

受
け
、
七
十
年
に
わ
た
っ
て
施
設
を
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
開
園
当
初
は
大

戦
後
の
戦
災
孤
児
を
受
け
入
れ
た
の
が

始
ま
り
と
伺
い
ま
し
た
。
以
来
、
家
庭

の
事
情
や
様
々
な
環
境
に
よ
り
家
族
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
児
童
を
受
け

入
れ
て
い
る
施
設
で
す
。 

現
在
、
施
設
で
生
活
し
て
い
る
児
童

は
十
二
名
、
青
梅
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
生
活
し
て
い
る
児
童
が
二
十
四

名
で
、
職
員
数
は
四
十
五
名
で
す
。
子

供
た
ち
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
生
活

の
場
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
運
営
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

一
年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
春
の
交
流

会
、
地
域
住
民
の
方
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
杉
の
子
祭
、
夏
の
臨
海
教
室
や
キ
ャ

ン
プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
秋
の
感
謝
祭
、

ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
が
あ
り
、
今
年
は
バ
ス

を
借
り
て
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

行
く
予
定
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

訪
問
し
た
当
日
は
、
日
頃
体
験
で
き
な

い
建
設
機
械
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

冬
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
寒
さ
の
中
、
子

供
た
ち
は
元
気
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
建
設
機
械
に
触
れ
て
い
る
時
の
子
供

た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
、
思

い
出
の
一
つ
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

お
昼
に
は
、
児
童
ら
が
作
っ
て
く
れ
た

昼
食
を
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
温
か
い

う
ど
ん
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

そ
の
後
、
協
賛
頂
い
た
方
々
か
ら
の
寄
付

の
品
を
お
渡
し
し
、
場
内
の
整
備
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
卒
園
す
る
子
供
た
ち
に
と

っ
て
、
砂
町
友
愛
園
さ
ん
が
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
り
、
青
梅
が
心
の
故
郷
と
な
り 

平成30年11月 

各 位 

               青梅労働基準監督署長 

職場における労働災害防止対策の推進について 

日頃より労働基準行政の推進につきましてご協力いただき厚

くお礼申し上げます。 

さて、当署管内の労働災害の発生件数は、労使の皆様をはじめ、

関係各位のご尽力により長期的には着実に減少してきています。 

しかしながら、平成３０年の労働災害による休業４日以上の死

傷者数は、減少傾向がみられず、昨年の同じ時期に比べ増加とい

う憂慮すべき状況にあります。 

この状況は全国的にも同様であり、第 13 次労働災害防止計画

では、休業４日以上の死傷者数を５％以上減少させることを目標

としていますが、初年度である今年度の労働災害発生状況を踏ま

えると、より効果的に労働災害防止対策に取り組む必要があるた

め、厚生労働省においては、今年度末に向けて、労働災害の傾向

等を踏まえた対策を推進しています。 

つきましては、下記事項にご留意の上、死亡災害の未然防止及

び労働災害全体の減少に向け、安全・衛生のための活動を行って

いただきますよう要請いたします。 

記 

１ 建設業における留意事項について 

災害の発生状況を見ると、基本的な安全対策が不十分なこ 

とにより、災害につながっているものが多く見られるところ

です。改めて法令の遵守をはじめとした基本的な対策の徹底

を図るようお願いします。 

（ア）「屋根・はり等」から、「足場」から、「開口部」からの

墜落・転落災害が多いことから、墜落転落防止対策（作業床

や手すりの設置又は安全帯（墜落制止用器具に係る法令改正

等について留意）の使用など）の徹底を行うこと。 

※ 労働安全衛生規則（昭和 47 年労働省令第 32 号）第 518

条、第 519 条、第 524 条、第 563 条、第 564 条、第 567 条を

はじめとした法令の遵守徹底を図るとともに、足場からの墜

落・転落災害防止対策推進要綱に基づく対策を実施すること。 

① 墜落制止用器具の使用が必要な場所においては確実に

墜落制止用器具を使用するとともに、墜落制止用器具の

取り付け設備についても確実なものを設置すること。ま

た、墜落制止用器具の使用徹底に係るスローガン「落ち

ない設備 落とすな命 ルールを守って墜落ゼロ ～高

所では墜落制止用器具を使おう～」を掲げ、墜落制止用

器具の使用徹底についての機運を高めるよう意識付けを

行うこと。 

② はしご、脚立、伸び馬による災害が多いことから、「は

しごや脚立からの墜落・転落災害をなくしましょう！」

リーフレットを活用し、正しい使用方法について周知す

ること。 

③ トラック荷台上での墜落等の災害防止のため、現場内

での荷卸し等について昇降設備や墜落制止用器具の取り

付け設備の設置等の措置を元請事業者において検討する

こと。 

（イ）崩壊・倒壊災害において、土砂崩壊に関連する災害が

約半数を占めることから、地山の掘削作業においては、事前

の調査の結果に応じた適切なこう配による掘削の実施又は土

止め支保工の設置を徹底すること。 

（ウ）はさまれ・巻き込まれ災害においては、ほぼ全てにお

いて、車両系建設機械、移動式クレーン又はトラック等を起

因物としており、これらが輻輳して作業が行われている箇所

での災害、これらに轢かれることによる災害（逸走したこと

によるものも含む）が多いことから、車両系建設機械等と接

触のおそれのある場所への立入禁止、誘導員の配置、車両系

建設機械等の逸走の防止措置等を徹底すること。 

（エ）飛来・落下災害においては、移動式クレーン、ウイン

チ等による荷の運搬作業時に荷が落下することによる災害が

約半数を占めていることから、作業間の連絡調整を十分に行

うことにより荷の下への立入禁止措置を徹底すること。 

２ 業種横断的な対策について 

（１）転倒の防止の留意点。 

ア 冬季（積雪や凍結による転倒災害が多い時期）での対 

転倒災害は冬季に積雪等により多く発生する傾向があ

るため、特に積雪の多い都道府県においては、冬季より

前に、転倒危険場所の周知、滑りにくい履き物の選択と

ともに、転びにくい歩き方の励行など、転倒防止対策等

を徹底すること。        （２面につづく）        
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 １１ 月 事 業 報 告  

５日 西建協若手経営者の会 役員会 

７日 広報委員会 ２９２号編集 

９日 ３０年度技術講習会開催 （災害対策安全委員会）  

会場 福生市民会館 小ホール 

１２日 事業委員会 

１４日 秋川流域委員会 

１２日 総務委員会 

１５日 理事会  

２１日 ３０年度大型工事現場視察 （災害対策安全委員会） 

     視察先：東京港臨港道路南北線作業所 
２３日 地域貢献事業           （事業委員会） 

      訪問先 社会福祉法人 砂町友愛園 

２７日 多摩地区建設事務所との意見交換会開催 

                 （三多摩建設業連合会） 

 １２ 月 事 業 計 画  

６日 災害対策安全委員会 

１０日 西建協若手経営者の会 忘年会 

１３日 第 20 回 西多摩地区安全衛生大会（建災防西多摩分会） 

      13 時 30 分~ 会場：羽村市 ゆとろぎ 小ホール 

１４日 事業委員会 

１７日 総務委員会 

１８日 広報委員会 ２９３号編集 

１９日 理事会  

 

  

 

◇ あ と が き ◇ 

年の瀬も押し迫ってまいりました。朝晩は冷え込むようにな

り、着るものに迷う日もあります。食欲の秋から年末にかけて、

会合等で外食をする機会も多くなり、ついつい食べ過ぎてしま

う時期ですね。 

食物繊維が豊富なこんにゃくは昔から「砂おろし」や「胃の

ほうき」と呼ばれ、デトックス効果やメタボ防止にも効果があ

るとされています。 

食べると１年間体内に溜まった不要なもの(砂)を出すことがで

きると言われています。 

寒さに負けず、元気に冬を乗りきるために、冬至の習わしに従

ってみませんか。                   

              ～広報委員～ 
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2019 年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技学科士コース  毎週 月・水 

講義日程 ３月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（10年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校   担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

イ 高年齢労働者対策 

転倒災害は高年齢労働者、特にそのうち女性の労働者が多く被

災する傾向があることから、転倒災害を防止するため、転倒危険

場所、滑りにくい履き物の選択について労働者に周知するととも

に、特に高年齢労働者を多く雇用する事業場においては、始業前

の体操等を実施すること。また、平成 30 年６月に中央労働災害

防止協会が発行した「エイジアクション 100～生涯現役社会の実

現につながる高年齢労働者の安全と健康確保のための職場改善

に向けて～」等、高年齢労働者の安全と健康の確保のための留意

事項がまとまったテキスト等を活用すること。 

（２）腰痛の予防 

第三次産業、製造業、陸上貨物運送事業の動作の反動・無理な

動作による死傷者の発生件数は、増加傾向にある。特に、経験年

数３年未満の労働者の占める割合が高く、また、40 歳以上の労働

者においては休業見込みが６か月以上の重篤な災害が多発して

いる。このことに鑑み、平成 25 年基発 0618 第１号「職場におけ

る腰痛予防対策の推進について」に基づく対策の徹底、特に雇入

時における腰痛予防等の労働衛生教育や、補助機器の導入等によ

る腰部に負担のかかる作業の省力化等の実施を図ること。 

（３）酸素欠乏症等の防止 

死亡者数が前年と比べ増加している。特に製造業や清掃・と畜

業においては、平成 10 年 12 月 22 日付け基安発第 34 号「酸素欠

乏症等防止対策の徹底について」により救助する者に呼吸器等を

確実に使用させる等による二次災害防止対策を徹底すること、事

業場における酸素欠乏危険場所の把握・表示と労働者への周知、

酸素欠乏の危険性等について教育を徹底すること等必要な酸素

欠乏症防止対策を実施すること。 

（４）交通労働災害対策 

交通事故（道路）の平成 30 年８月末現在での休業４日以上の死

傷者数は、4,383 人であり、前年同期比で 3.6％増加している。 

交通労働災害防止対策として、「交通労働災害防止のための

ガイドライン」（平成 30 年６月１日改正）に基づく措置を徹底

すること。 

青梅労働基準監督署 
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技術講習会開催 

日時 １１月９日（火） 

   １８時３０～  

 福生市民会館小ホール 

   

 

 

日 １０月３０日（火） 

時 １４時００～  

福生市民会館小ホール 

１部 第１３回総会 

２部 研修 

・暴力団排除ＤＶＤ視聴  

「奴らに屈しない」 

・講演 

暴力団情勢と対応要領 

外国人雇用時の留意点 

西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会開催 


